
●検温、マスク着用、手指消毒をお
願いいたします。

●お客様ご購入の座席の前後左右は、
空席です。

●例年行っておりました山本家との
懇親会は、感染防止のため中止に
いたしました。
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◇
[
入
間
川
]
い
る
ま
が
わ

鱗
賭
蹴
謄
補

訴
訟
の
件
で
長
い
間
、
都
へ
留
め
置
か
れ
た

大
名
で
す
が
、
よ
う
や
く
願
い
が
叶
い
、
太
郎

冠
者
を
伴
っ
て
意
気
揚
々
、
東
国
の
国
元
に
帰

り
ま
す
。
す
べ
て
望
み
通
り
と
な
っ
た
上
、
新

た
な
領
地
ま
で
拝
領
し
た
嬉
し
さ
に
天
下
を

取
っ
た
よ
う
な
気
分
の
大
名
、
武
蔵
の
国
ま
で

来
る
と
大
き
な
川
に
出
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

川
の
名
前
が
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
川
向
こ
う
の
人
に
尋
ね
ま
す
が
、
大

柄
な
物
言
い
を
し
た
た
め
、
同
様
に
言
い
返
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

怒
っ
た
大
名
は
太
刀
を
抜
き
掛
け
ま
す
が
、

太
郎
冠
者
に
な
だ
め
ら
れ
て
丁
寧
に
問
い
直
し

ま
す
。川

の
名
を
「
入
間
川
」
と
教
え
て
も
ら
っ
た

大
名
は
心
の
中
で
「
入
間
川
の
逆
言
葉
」
を
使
っ

た
仕
返
し
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
伺
い
ま
す
。

『
入
間
様
　
(
い
る
ま
よ
う
)
』
　
と
は
、
中
世
の

入
間
地
方
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
都
に
伝
わ
っ

た
　
『
逆
さ
言
葉
』
　
の
お
遊
び
で
、
物
事
を
す
べ

て
反
対
に
云
い
表
わ
し
ま
す
。
こ
の
特
殊
な
言

葉
遣
い
を
作
品
の
中
心
に
据
え
て
、
台
詞
の
面

白
さ
と
混
乱
を
狙
っ
た
演
目
で
す
。

◇
[
箕
被
]
み
か
づ
き

戴
蝶
簸
醐

連
歌
に
興
じ
て
友
人
宅
を
泊
ま
り
歩
き
、
家

庭
を
顧
み
な
い
夫
、
当
番
役
が
回
っ
て
き
た
の

で
準
備
の
為
、
よ
う
や
く
帰
宅
す
る
が
、
家
計

の
や
り
く
り
も
ま
ま
な
ら
ぬ
の
に
大
き
な
出
費

の
要
る
当
番
役
と
聞
い
た
妻
は
つ
い
に
、
堪
忍

袋
の
緒
が
切
れ
、
離
縁
を
申
し
出
る
。
あ
っ
さ

り
と
同
意
を
し
た
夫
は
、
妻
か
ら
何
か
印
の
品

を
と
乞
わ
れ
、
朝
夕
の
食
事
の
支
度
に
使
っ
て

い
た
箕
を
渡
す
。
箕
を
破
い
て
親
里
へ
帰
る
妻

の
後
ろ
姿
を
見
た
夫
は
思
わ
ず
「
い
ま
だ
見

ぬ
、
二
十
日
の
宵
の
三
日
月
は
」
と
詠
み
掛
け

る
。
そ
れ
を
聞
い
た
妻
は
、
返
歌
を
し
な
け
れ

ば
後
の
世
に
口
の
無
い
虫
に
生
ま
れ
変
わ
る

と
、
立
ち
戻
っ
て
鮮
や
か
に
後
の
旬
を
つ
け
て

見
せ
る
…

◇
[
茶
壷
]
ち
ゃ
つ
ぼ

糖
の
者
皿
欝
隣

中
国
地
方
か
ら
京
都
の
栂
尾
に
茶
を
買
い
付

け
に
来
た
男
は
帰
途
、
酒
を
過
ご
し
て
茶
壷
を

背
負
っ
た
ま
ま
、
往
来
で
寝
込
ん
で
し
ま
う
。

そ
れ
を
見
つ
け
た
す
っ
ぱ
は
茶
壷
を
自
分
の

物
の
よ
う
に
見
せ
か
け
、
言
い
争
い
に
。
日
代

の
前
で
ど
ち
ら
の
物
か
、
審
査
す
る
こ
と
に
な

る
‥
・◇

狂
言
の
お
話

山
本
束
次
郎

「
重
要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
(
人
間
国
宝
)
」

「
日
本
芸
術
院
会
員
」

『
日
本
芸
術
院
会
員
』

芸
術
上
の
功
績
顕
著
な
芸
術
家
を
優
遇
す
る

た
め
の
栄
誉
機
関
で
、
文
部
科
学
省
の
外
局
で

あ
る
文
化
庁
が
所
管
す
る
。
院
長
の
ほ
か
会
員

1
0
0
人
余
で
組
織
さ
れ
、
第
一
部
(
美
術
=

定
員
5
6
)
、
第
二
部
(
文
芸
=
定
員
3
7
)
、
第
三

部
(
音
楽
・
演
劇
・
舞
踊
=
定
員
2
7
)
　
に
分
か

れ
て
い
る
。
会
員
は
終
身
制
で
、
新
会
員
は
部

会
の
推
薦
に
よ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す

る。

山
本
束
次
郎
や
ま
も
と
と
う
じ
ろ
う
昭
和
十
二
年
生

狂
言
方
大
蔵
流
・
山
本
東
次
郎
家
四
世
。
三
世
束
次
郎
の
長
男
。

山
本
会
を
主
宰
。

平
成
四
年
度
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
受
賞
。

平
成
十
年
紫
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
十
三
年
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞
受
賞
。

平
成
十
九
年
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
。

平
成
二
十
四
年
七
月
人
間
国
宝
認
定
。

韓
鮭
鶉
薄
型
両
轟
鵜
筆
へ
護
薙
欝
藍
訓

東
京
都
杉
並
区
在
住
。

山
本
則
俊
や
ま
も
と
の
り
と
し
昭
和
十
七
年
生

狂
言
方
大
蔵
流
・
三
世
東
次
郎
の
三
男
。

離
籍
擬
態
燕
講
輔
弼

山
本
泰
太
郎
や
ま
も
と
や
す
だ
ろ
う
昭
和
四
十
六
年
生

山
本
則
直
の
長
男
。
父
お
よ
び
東
次
郎
に
師
事
。

昭
和
五
十
二
年
、
「
靭
猿
」
　
の
子
猿
で
初
舞
台
。

平
成
二
年
「
三
番
三
」
、
平
成
八
年
「
釣
狐
」
を
披
く
。

饗
藤
懸
鰭
撥
簿
柴

狭
山
市
在
住
。

山
本
則
孝
や
ま
も
と
の
り
た
か
昭
和
四
十
八
年
生

山
本
則
直
の
次
男
。
父
お
よ
び
東
次
郎
に
師
事
。

擬
藤
懸
醒
轢
熊

狭
山
市
在
住
。

山
本
別
室
や
ま
も
と
の
り
し
げ
昭
和
五
十
二
年
生

山
本
則
俊
の
長
男
。
父
お
よ
び
東
次
郎
に
師
事
。

昭
和
五
十
七
年
「
伊
呂
波
」
で
初
舞
台
。

平
成
十
二
年
「
三
番
三
」
、
平
成
十
六
年
「
釣
狐
」
を
披
く
。

襲
鱗
雑
鮭
籍
群
塗
を
開
き
研
鎖
の
場
と
し
て
い
る
。

山
本
則
秀
や
ま
も
と
の
り
ひ
で
昭
和
五
十
四
年
生

山
本
別
便
の
次
男
。
父
お
よ
び
東
次
郎
に
師
事
。

昭
和
六
十
年
「
伊
呂
波
」
で
初
舞
台
。

平
成
十
四
年
「
三
番
三
」
、
平
成
十
八
年
「
釣
狐
」
を
披
く
。

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
。

山
本
漂
太
郎
や
ま
も
と
り
ん
た
ろ
う
平
成
五
年
生

。
父
お
よ
び
東
次
郎
に
師
事
。

筆
務
篭

中
学
校
出
身
。
狭
山
市
在
住
。

若
松
隆
わ
か
ま
っ
た
か
し
昭
和
三
十
四
年
生

東
次
郎
に
師
事
。

平
成
二
十
八
年
「
三
番
三
」
を
披
く
。


